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業績予想（個別）の修正に関するお知らせ 
 
最近の業績の動向を踏まえ、平成 20 年 5 月 14 日付「平成 20 年 3 月期 決算短信」にて公表いたしました

業績予想（個別）を下記の通り修正いたしましたのでお知らせいたします。 
 

記 
 

１．平成 21 年 3 月期通期個別業績予想数値の修正（平成 20 年 4 月 1 日～平成 21 年 3 月 31 日） 
 

（１）個別 
（金額の単位：百万円） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
1株当たり 
当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭
前回発表予想（A） 55,000 9,500 9,500 5,300 15,273.78
今回発表予想（B） 50,000 2,500 4,500 3,000 8,645.53
増減額（B-A） △5,000 △7,000 △5,000 △2,300  
増減率（%） △9.1% △73.7% △52.6% △43.4%  
（ご参考）前期実績 
（平成20年3月期） 

82,758 12,634 12,463 4,153 11,970.60

 
[ 修正の理由 ] 

当社は、当第4四半期のパチンコ遊技機販売事業において、大型タイトルの販売による売上・利益計上

を見込んでいましたが、当社が当初想定していた本大型タイトルに関わるスケジュールが遅延しており、

今般、これを受け販売戦略を見直したため、本大型タイトルの売上・利益計上月が来期（平成22年3月期）

にずれ込む見込みとなりました。これは、当社のパチンコ遊技機販売における売上・利益計上が代行店販

売（手数料収入）方法であり、パチンコ遊技機納品後の翌月に売上計上となる特性があるためです。 
なお、営業利益と経常利益の差異につきましては、第3四半期においてグループ内資金の有効活用の一

環として、持分法適用関連会社からの受取配当金約20億円を営業外収益に計上したことによるものです。 
以上により、上記の通り通期個別業績予想の売上高、営業利益、経常利益、当期純利益を修正いたしま

す。 
 
なお、通期連結業績予想につきましては、本件も含めて精査中であり、確定次第発表する予定です。 
 
 （注） 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断す

る一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。 

 

以 上 


